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深度0.00～0.15m間、中～粗粒砂。
深度0.15～0.20m間はコンクリート基礎
で、以深は釘等の廃材や、φ20～40mm
程度の角礫を混入する中～粗粒砂主
体。

L=30～50mm前後の玉石およびφ20～
30mm程度の円～角礫を混入し、玉石・
礫間は細粒分を少量混入する中～粗粒
砂で充填される。

同上。深度が増すにつれ礫径が大とな
る。

深度3.80m付近にL=250mm、深度4.60m付
近にL=120mm、深度5.50m付近に
L=120mm、深度6.70m付近にL=150mmの転
石を混入し、L=40～60mm内外の玉石を
点在する。
基質は、φ20～30mm程度の角礫を混入
し細粒分を少量含む細～粗粒砂であ
る。
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